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調査（高知県）共著（稲富眞彦，森敦子） SNEジャーナル第11巻 p. 9-25
⚓．2006年⚖月 学習障害児の診断と心理発達 単著 黒田吉孝・小松秀茂共編『発達障害児の病
理と心理（改訂版）』 第⚙章 培風館，全186ページ， p. 100-112
⚔．2007（平19）年⚔月 保育の中でちょっと気になる子ども―保育者が気になる子どもとは―七
木田敦編著『実践事例に基づく障害児保育―ちょっと気になる子へのかかわり』第⚑章 ⚓
単著 保育出版社 p. 21-25
⚕．2007年⚓月 保育所における「気になる」子ども―行動特徴、保育者の対応、親子関係につい
て―共著（下野未紗子・稲富眞彦） 高知大学教育学部研究報告第67号 p. 11-20
⚖．2014年12月 特別支援学校学習指導要領解説の発達的検討No.⚓～算数その⚑～ 単著 教育
学論究―第⚖号―2014（関西学院大学教育学会）p. 19-25
⚗．2015年12月 ダウン症乳幼児の「放る」行動と予後発達 単著 教育学論究―第⚗号―2015
（関西学院大学教育学会）p. 21-30
⚘．2016年12月 ダウン症乳幼児の「放る」行動と自閉症等の発達障害の合併について 単著 教
育学論究―第⚘号―2016（関西学院大学教育学会）p. 15-20
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教育研究活動の礎への感謝
稲 富 眞 彦
生涯忘れえぬ恩師が⚓人、忘れえぬ場が⚑つあ
る。小学校で⚓年間を担任していただいた広橋信子
先生、また、薫陶を受け、研究者を志すようになっ
た田中昌人京都大学教授、臨床現場でご指導くだ
さった田中杉恵滋賀大学教授である。そして忘れえ
ぬ場とは重症心身障害児施設（現児童福祉法では医
療型障害児入所施設）第一びわこ学園である。
戦後の障害児教育教師に大きな影響を与えた近藤
益雄に学びながら広橋先生は小学校教師から養護学
校教師へと希望、異動され実践された。冬、母と同
じ柄のセーターを着ていた。すべての子どものいい
ところを見つめられたやさしい先生であった。
（この近藤益雄や次にでてくる糸賀一雄はキリスト
教の信者であった。）
戦後の障害者福祉の父といわれる糸賀一雄らが創
設した近江学園研究部に勤務し後に京都大学に移ら
れた田中昌人先生はその研究成果「階層―段階」論
を提起された。原稿に向かわない日はなく、また研
究者養成にも厳しい時期で、論文指導のあと⚑週間
はダメージが残った。院生時代、啓蒙書に執筆した
本を献本に行ったところ「研究・学術論文を書きな
さい」と、厳しく諫められた。それは教育課程研究
室の稲葉宏雄教授も同様であった。
乳幼児健診・発達相談で大津方式を確立された田
中杉恵先生は親・子どもへのやさしい表情と子ども
の気になるしぐさを少しも見逃さず深く観察するす
がたが印象的であった。K 式発達検査はこの田中
夫妻により下位の検査項目に発達的いのちが吹き込
まれ普及したといえる。わたくしの40年以上にわた
る発達診断活動の基礎はここにある。
博士課程に在籍しながら第一びわこ学園では病弱
で最重度の障害のある人たちの心理判定を行ってき
た。⚔人の心理専門職が⚑日がかりで月に一度ケー
ス検討を行い結論が出ないときもあった。「このよ
うなかかわりをもてばこの人をもっと深く理解でき
るのではないか」という方向でおわることが度々で
あった。職員の障害のある人たちへの果てしない共
感性や純粋な人間性には胸を打たれた。また初代園
長岡崎英彦先生が秋の夕暮れ、ベンチに座りながら
「稲富くん、このひとたちの認知発達だけではなく
情緒面の発達はわからないものかね」と言われたこ
とが未だに頭にこびりついている。そして何人もの
いのち・十字架を背負いながら、いまあることも話
された。
障害児指導・教育への熱い思いを広橋先生や第一
びわこ学園からいただき、発達研究、教育研究の理
論面を田中昌人先生から学び、臨床的な発達診断技
術を田中杉恵先生から学びながら直接・間接に40年
間を過ごしてきた。
研究テーマは多岐にわたる。具体的な研究テーマ
は、
（⚑）「発達障害」（自閉スペクトラム症、ADHD、
LD等）児の発達と障害の変容過程
（⚒）ダウン症者の発達
（⚓）重症心身障害者の発達理解
（⚔）乳幼児・障害児の発達相談、母子保健活動
（⚕）障害児の教育方法 など
地方の国立大学に27年間在職し、地域の障害児教
育実践、母子保健、障害者の共同作業所つくり、障
害児教育の条件整備等、自らの研究テーマとは関係
が薄かった地域の課題・ニーズにも絶えずかかわら
ざるを得ない状況があった。いま思えば研究者とし
て自分の研究追及の弱さがあったように思う。
ダウン症研究では時代の進展における医療福祉や
教育の条件整備がダウン症の発達をおしあげてきた
こと、また、ダウン症に多発する円形脱毛症の研究
ではダウン症の性格特性が一律ではないこと、つま
りダウン症の障害特性にパーソナリティを含めるこ
との危険性などを明らかにした。自閉スペクトラム
症研究では発達年齢10歳を越える学力形成が一つの
ポイントになることを明らかにしてきた。
関西学院大学はたいへん恵まれた教育・研究の環
境にあり、また、事務方の大学運営への機会も生か
されているように思う。
最後に学問への政治的圧力が強まるなか、ナチス
占領下、大学の学びについて記したフランスの詩人
ルイ・アラゴンの言葉を胸に刻みたい。
「教えるとは希望を語ること
学ぶとは誠実を胸にきざむこと」
『アラゴン選集Ⅱ』大島博光ほか訳（1978)，飯塚書店
